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田面積から推定できる米の総生産量は 4000～4800kg、一時期に住んだ集落人口 75 人とすれば、米食
が占める割合はおよそ 26～31%程度になると試算している。 
 弥生中期後葉の千葉県市原市菊間手永遺跡では、146000 ㎡の水田址から総生産量 19800～21300kg
の収穫が見込める。一時期の住居址は 62～85 軒前後で、集落人口は 300～420 人前後とすれば、米食
の割合は 26～31%となる。 
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は、25～31%前後が妥当ではないかとしている。 
















る。そして関東地方における水田稲作の定着過程を 3 段階に区分している。 
 （１）弥生前期から中期前葉   稲作情報の伝播期・縄文的生業の継続 
（２）弥生中期中葉       水田稲作の受容開始・一部定着期 
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